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農業の現場において、害虫による水稲被害が大きな損失をもたら
している。対策には、環境負荷やコスト、気候変動による害虫の
発生生態の変化等を踏まえ、農薬だけに頼らない総合的害虫管理
を進めることが重要だ。気象条件・土地利用・植生・作型・害虫の発生
生態など、さまざまなビッグデータを総合的に分析することで、将来
にわたって持続可能な総合的害虫管理のあり方を模索したい。
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2010年～2020年に被害が拡大した
イネ縞葉枯病の総合的管理技術を
開発し、対策マニュアルを策定。（※1）

スクミリンゴガイによる被害撲滅に向け、
総合的管理技術の開発と、その普及の
ための支援システムを構築。（※2）

害虫イネカメムシを対象に、
各種ビッグデータを解析。
将来の発生リスクを予測する。（※3）

データサイエンスに基づく
害虫被害リスクの未来予測で、
農作物の被害軽減に貢献する。
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